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第 1章  背 景及び目的

1.1 背  景

動画像によるテレビ電話 。会議システムは ISDNの 有効なアプリケーションとして注

目されており、我が国をはじめ各国で開発が進められている。 しかし、これまでのシステ

ムは画像符号化方式や装置間の接続方式等が標準化されていなかったため、異なるシステ

ム間では、相互通信を行うことが不可能であった。

そこで、国際電信電話諮問委員会 (CCITT;現 在 ITU一 T)に おいて動画像符号

化の方式や接続手順等の標準化作業が進められ、 1990年 12月 に勧告された。一方、

国内では、当 (社)電 信電話技術委員会 (TTC)に おいて ITU一 Tに 準拠 した標準化

作業が進められ、 ITU― T勧 告とほぼ同時期に国内標準を制定すると共に、 1992年

9月 に 「ディジタルテレビ電話 ・会議相互接続試験実施ガイ ドライン (TTC―G-001-Vl)」

を制定し、現在までの相互接続試験に供 している。

その後、 1992年 11月 には 16kbit/s音 声符号化方式、 1993年 4月 には

JT― H320関 連の5件の標準が改訂され、多地点接続関連としてはJT一 H231、

JT― H243、 」T― H331の 3件 が新たにTTC標 準として加えられた。更には、

オーディオビジュアル ・サービスを規定する標準として 4件 が新規に制定された。セキュ

リティに関しては機密保持システムが標準化され、鍵管理システムが今後の標準化の課題

として残されている。また、複数のB又 はHOの 統合についても課題が残されている。

この度、 「ガイ ドライン (TTC―C-001-Vl)」制定後のこのような標準化の進展に対応 じ

て見直すこととなったが、これらの技術項目のそれぞれが今後の ITU― Tお よびTTC

において個々に改版される可能性があり、全てを 1つのガイ ドラインにて網羅することは

将来において混乱を生じる原因となりかねないことを考慮 して、 「ガイ ドライン (TTC―G―

001-Vl)」 はそのまま存続させ、新たにテレビ電話 。会議システムの端末的側面を主たる

対象とした 「ガイ ドラインー端末編一(TTC―G-007-Vl)」を 1994年 4月 に制定し、更に

今回多地点接続を主たる対象として、本 「ガイ ドラインーMCU編 一」を制定することと

した。他の技術項目については、必要に応 じて各々に対する 「ガイ ドライン」を制定する

予定である。
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今後、標準の制定及び ISDNサ ービスの拡大とあいまって、ディジタルテレビ電話 ・

会議システムの普及が飛躍的に進展するものと予想されるがtそ の健全な発展と普及を図

るためには、標準に基づいて開発されたシステム間の相互接続に関するさまざまな課題を

順次解決し、その成果を標準にフィー ドバックすることが重要である。

1.2 目  的

上記標準に基づく製品が市場に広まりつつある状況の中で、各ユーザにおける円滑なデ

ィジタルテレビ電話 0会議システムの利用を促進するためには、各製品間での相互接続性

の確保が必要不可欠である。 しかしながら、今後予想される製品機能の多様化により標準

に準拠 し製造されている製品同士でも相互接続性が必ず しも確保されていない場合があり、

相互接続試験の実施による接続性の確認が必要となる。

本 「ガイ ドラインーMCU編 一」は、上記の状況のなかで各社の製造するディジタルテ

レビ電話 ・会議端末 (以下 「端末」とする)と MCUを 組み合わせた時の相互接続性を確

保するために実施すべき相互接続試験の内容、手I頂について規定するものである。

今後、本 「ガイ ドライン」に基づき、通信機械工業会が事務局を務める 「ディジタルテ

レビ電話 ・会議相互接続試験実施連絡会」等において、具体的な相互接続試験が実施され、

各製品間の相互接続性の確保が図られるが、その結果、我が国におけるディジタルテレビ

電話 。会議の本格的な発展に向けた環境の整備が進展するとともに、標準自体の実効性も

高められ、新たな標準を策定 していく場合の参考として活用されることが期待される。

1.3 相 互接続試験の範囲

本 「ガイ ドラインーMCU編 ―」での相互接続試験はJT一 H231、 JT一 H243

に準拠 したMCUl台 のシステムとし、Mcu機 能としては 「ガイ ドライン (TTC―G-001-

Vl)」 または 「ガイ ドラインー端末編― (TTC―G-007-Vl)」で規定 したレベルを対象とす

る。

この範囲は、上記標準仕様の全てを包含するものではなく、実際上最も必要な相互接続

性の試験実施について規定するものであり、今後必要に応 じて随時充足 していくものであ

る。
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第 2章  試 験の前提条件

2.1 準 拠すべき標準

図2.1に多地点テレビ電話 0会議システムを示す。本システムの相互接続に関して準拠

すべき代表的標準を以下に示す。

2.1.1 オ ーディオビジュアルテレサービス関連

(1)JT一 H320  狭 帯域テレビ電話 0会議システムとその端末装置

(2)JT― H261  p× 6 4 kbit/sオーディオビジュアルサービス用ビデオ符号化

方式

(3)JT― H242  1 9 2 0kbit/sま でのディジタルチャネルを使用したオーディ

オビジュアル端末間の通信を設定する方式

(4)」 T一 H230  オ ーディオビジュアルシステムのためのフレーム同期の制御信

号と通知信号

(5)」 T― H221  オ ーディオビジュアルテレサービスにおける6 4 kbit/sから

1 9 2 0kbit/sチャネルのフレーム構成

(6)JT一 H231  2 Mbit/sま でのディジタルチャネルを使用したオーディオビ

ジュアルシステムのための多地点会議制御ユニット

(7)」 T― H243  2 Mbit/sま でのディジタルチャネルを使用した3個以上のオ

ーディオビジュアル端末間の通信確立手順

格)」 T一 H331* 同 報型オーディオビジュアル多地点間通信システムとその端末

装置

19)」 T― H233* オ ーディオビジュアル ・サービスのための機密保持システム

*第 1版においては使用しない。

2.1.2 オ ーディオコーデック関連

(1)」 T一 G711  6 4 kbit/sP CM(μ 則)

9)」 T一 G722  6 4 kbit/s以 下の7 kHzオーディオ符号化方式

(31 」T一 G725** 6 4 kbit/s以 下の7 kHzオーディオコーデックの適用に関する

システム的側面
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(4)」 T一 G728

**直接には使用しない。

低遅延符号励振線形予測 (LD一 CELP)を 用いた 1 6 kbit

/s音声符号化方式

2.1.3 ユ ーザ ・網イ

(1)JT― 1411

( 2 ) 」T ― 1 4

( 3 ) 」T 一 1 4

(4)」 T― Q920

(5)」 T― Q921

(6)JT― Q930

(7)」 T― Q931

(注1)端 末Ty

０

　

　

１

３

　

　

３

ンターフェース関連

ISDNユ ーザ 0網インターフェース規定点及びインターフェ

ース構造

ISDN基 本ユーザ ◆網インターフェース第 1層仕様

ISDNl次 群速度ユーザ ・網インターフェース第 1層仕様

( 注1 )

ISDNユ ーザ 。網インターフェース第 2層概要

ISDNユ ーザ ・網インターフェース第 2層仕様

ISDNユ ーザ ・網インターフェース第 3層概要

ISDNユ ーザ 。網インターフェース第 3層仕様

pe Ylの 場合

図2.

(注)破 線部は第

I  MCU

|       メ   ヽ
―‐― ‐――・――‐―- 1 -―‐~ ~‐~ T‐――‐~ ~・

¬

H.320端 末 H.320端 末

1 多 地点テレビ電話 。会議システム

1版の対象外とする。

H.320端 末 H.320端 末
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2.2 網 へ接続するための条件

2.2.1 網 へ接続するための条件

本試験はNTT INSネ ット64及 び INSネ ット1500に 接続 して実施するため

以下の条件を満足することを前提とする。

(1)INSネ ットインターフェース関連

「NTT技 術参考資料  INSネ ットサービスのインターフェース」

第 1分冊  平 成 5年  1月  4日 改訂 (第6版 )

第 2分冊  平 成 5年  1月  4日 改訂 (第3版 )

第 3分冊  平 成 4年 10月  1日 改訂 (第3版 )

2.2.2 網 へ接続するための諸手続

(1)INSネ ットに接続して試験を実施するMCUは 、以下のいずれかの認可を終了し

ておくこと。

①  (財 )電 気通信端末機器審査協会の 「技術的条件適合認定」

② NTTの 適合検査

12)T点 以外の接続分岐点を有する機器については、別途協議の上実施する。

2.3 事 前確認試験

相互接続試験に参加するMCUは 、事前に 「ディジタルテレビ電話 。会議相互接続試験

実施ガイ ドラインー端末編一」による相互接続試験に合格 した端末を、少なくとも3台 以

上組み合わせて 3.4節 に規定される試験項目について正常動作する事を確認しておくこ

と。

試験時の運用を円滑にする為、MCUの 試験対象となる各通信ポー トは、実回線または

それに相当する環境で動作を確認 しておくこと。

① 3.5節 に規定される試験項目

② 通 信中、任意のタイミングにてシーケンスAを 受信 し、規定の処理を実施 し、これ

に応答出来ること。この際、むやみに障害と判断し回復不能な状態に陥らないこと。
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第3章  相 互接続試験の実施方法

3.1 試 験環境

(1)試 験回線としては INSネ ットを用いるため、少なくとも試験当日は各参加者の試

験実施場所においてこれにアクセス出来ること。さらに試験するMCUの 他に相互接

続試験に合格 した端末を 1台以上用意 しておくこと。但 し、必ず しもMCUと 端末が

同じ場所になくとも良い。

9)MCUは 試験参加者が合意 した場所に設置する。具体的な場所については試験実施

連絡会で定める。

侶)試 験における回線との接続を下図に示す。

に)試 験回線には試験に供するMCU、 あるいは端末のみ 1台に限って接続し、他の機

器 (たとえば、ディジタル電話、ファクシミリ等)は 接続しないこと。

G)連 絡用電話を用意すること。

<接 続試験のシステム>

INSネ ット

64/1500Ttt DSU
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3.2 実 施方法

(1)単 一MCUの 場合。

① 試 験MCUは 相互接続試験に供された端末全てと接続することを原則とする。

但 し、試験端末がMCUの 接続可能な最大端末数を超えるときや一部の端末が

不調な場合はこの限りではない。

② 試 験MCUに 接続する端末は、他社の端末を優先して接続する。

但し、参加端末数が少ない場合には、MCU受 験者が提供する端末を一部含め

ても良い。

③ 試 験MCUに は、最低3台の端末を接続して試験を実施する。

④ 上 記の趣旨に則り、具体的な接続の組み合わせ等は、試験実施連絡会にて定める。

9)複 数MCUの 場合。

今後の検討課題とする。

3.3 試 験手順

MCUに は、 a)呼 確立の手段、b)オ ーディオ分配の手段、 c)ビ デオ分配の手段、

d)呼 開放の手段がそれぞれ異なるものがある。この 4つ の手段について試験手順を以

下に記述する。相互接続をスムースに行う為、MCU受 験者は下記の手段のうちで試験

に用いるものについて端末側の受験者に対 して事前に確認を行う。

a)呼 確立の手段

MCUに は発信専用/着 信専用/発 着信兼用の呼確立手段を有するものがある。呼

の確立手段として以下のいずれかを選択する。

a-1)MCU側 着信

(1)各 端末はMCUに 対 して発呼する。

・正常に接続出来ない場合は最大 3回 まで発呼する。

12)正 常に接続出来ない場合は試験より除外 し、次の端末と接続する。

13)接 続予定の端末は呼の確立を試み、MCUは 最低でも3端末と呼を確立 したこ

とを確認する。

a-2)MCU側 発信

(1)MCUは 端末nに 対 して発呼する。
・正常に接続出来ない場合は最大 3回 まで発呼する。
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佗)正 常に接続出来ない場合は試験より除外 し、次の端末と接続する。

G)接 続予定の端末は呼の確立を試み、MCUは 最低でも3端末と呼を確立 したこ

とを確認する。

注)通 信中、任意のタイミングにてシーケンスAを 受信 し、規定の処理を実施 し、これ

に対応出来ること。この際、むやみに障害と判定 し回復不能な状態に陥らないこと。

b)オ ーディオ分配の手段

MCUに は、オーディォミキシング機能や、発言者検出/司 会者制御/両 者兼用の

手段を有するものがある。オーディオ分配の手段として以下の任意の手段を選択する。

b-1)オ ーディオミキシング

(1)オ ーディオミキシング機能を有するMCUは 、オーディオが正常に合成される

ことを確認する。

b-2)発 言者検出

(1)端 末 1が発言を行い、端末 1以外の端末は端末 1のオーディオが分配されるこ

とを確認する。

9)端 末 2か らnに ついても同様の手順を繰り返す。

b-3)司 会者制御

この試験手順において最低 1台 は司会者制御の能力を有する端末が接続されてい

る必要がある。

(1)司 会者は端末 1を発言者に指定し、端末 1以外の端末は端末 1の オーディオが

分配されることを確認する。

9)端 末 2か らnに ついても同様の手順を繰り返す。

c)ビ デオ分配の手段

MCUに は、発言者検出/司 会者制御/両 者兼用のビデオ切り換えの手段を有する

ものがある。 ビデオ切り換えの手段として以下のどちらか、または両方を選択可能と

する。なお、ビデォ合成機能を有するMCUは その機能も選択可能とする。

c-1)発 言者検出

(1)端 末 1が発言を行い、端末 1以外の端末は端末 1の ビデオが分配されることを

確認する。

(2)端 末 2か らnに ついても同様の手順を繰り返す。
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c-2)司 会者制御

(1)司 会者は端末 1を発言者に指定 し、端末 1以外の端末は端末 1の ビデオが分配

されることを確認する。

9)端 末 2か らnに ついても同様の手順を繰り返す。

c-3)ビ デオ合成機能

(1)ビ デオ合成機能を有するMCUは 、ビデオが正常に合成されることを確認する。

d)呼 開放の手段

MCUに は、MCU側 切断/端 末側切断/両 者兼用の呼開放手段を有するものがあ

る。呼開放の手段として以下のどちらか、または両方を選択する。

d-1)MCU側 切断

(1)MCUか ら回線を切断し、正常に回線が切断されたことを双方で確認する。

d-2)端 末側切断

(1)端 末から回線を切断し、正常に回線が切断されたことを双方で確認する。

3.4 試 験項目

端末Type Xb4,Xb5、 Type Yl相 当およびMCUに ついて次の各項目

の動作確認を別紙 1-1～ 1-3を 用いて行う。別紙 1-3の 試験項ロリス トの項番 1～

14の 結果を別紙 1-1の 「試験項目と結果」 1～ 14に 記入すること。

1)MCUと 端末 1～ n間 とのアウトバンド信号による呼設定の確認

第 1チ ャネルの接続および受信能力に適合 した転送 レー トによる付加チャネルの接

続を確認する。

2)オ ーディオ通信の確認

受信能力に適合したモー ドにおいて意図されたオーディオを確認する。

3)ビ デオ通信の確認

受信能力に適合したモー ドにおいて意図されたビデオを確認する。

4)呼 切断確認
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参考のため、各通信モー ドでのMCUに 関するアンケー ト用紙を付録 1に、端末に関する

アンケー ト用紙を付録 2に、供試端末一覧表を付録 3に、試験時間と対向機種についての表

を付録 4に示す。

3.5 試 験結果のとりまとめ

試験終了後はMCU側 、および端末側での確認結果を月1紙 1-1～ 1-3の チェックシ

ー トに記入し試験実施連絡会事務局へ連絡する。なお、試験の再実施を希望する場合には

その旨をチェックシー トMEMO欄 に記述する。

試験結果については、通信機械工業会のテレビ電話部会、HATSの ディジタルテレビ

電話 。会議分科会にて審査される。

3.6 オ プショナル試験項目

以下の試験項目に関しては、その試験実施について本 「ガイ ドライン」の改版時に見直

すものとする。なお、お互いが能力を有 していることが判明している場合においては、よ

り高度な接続性の試験を行うことが望ましい。

1)複 数のMCUを 仕様 した通信

ダンベル形、MCUス ター形、階層形などの複数のMCUを 使用 した通信。

2)lMCU内 での 2グ ループ以上の接続。

3)非 MLP議 事制御 (H.243 7章 )

4)デ ータの送受信

LSD、 HSDを 使用 したデータ通信

5)Type X端 末の動作確認

Type Xa、 Xbl、 Xb2、 Xb2/3

6)転 送 レー ト変更

7)必 須でないメンテナンスコマンド

AIM/AIA/VIS/VIA

8)5 6 kbit/sモー ドの相互通信

(相手が 5 6 kbit/sの回線でない場合、国内における標準的な端末はこのモー ドの

動作をしないので、試験方法検討要)
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第 4章  結 果の取扱と今後の検討課題

4.1 結 果の取扱

受験者は、良好な結果を修めた場合、本試験の結果を用い 「TTC標 準準拠確認制度」

に基づいてTTcに 届け出ることで、TTCマ ークの貼付又は取扱書への表示が可能にな

る。

なお、試験により確認された標準規定内容の問題等については、適宜標準化活動へのフ

ィー ドバックに活用される。

4.2 今 後の検討課題

以下については、本 「MCU編 」第 1版では含まれていないことから、今後次版以降又

は別編の作成時において標準化の状況や製品化の状況を踏まえ再度検討する必要がある。

(1)BC,HLC, LLCに 関連する事項

12)チ ャネルアグレゲーション関連機能

G)機 密保持 ・鍵管理方式

14)テ レマティク装置関連機能

マルチレイヤプロトコル (MLP)デ ータを利用 したテレマティーク情報の操作や、

会議制御信号の送受信。

幅)Type Xbに おける片チャネル異常時処理
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別紙 1 - 1

送 付 先

一　
　
殿

F A X :

M C U 側 チ ェ ッ ク シ ー ト

[ M C U ]

機種名

会社 /機 関名

担 当者

T E L

F A X

試  験  日  時 [ 1 9 9  年  月  日    :  ～  :  ]

試 験 項 ロ リ ス ト

項
番

参
■
〃 端 末 試  験  項  目  と  結  果 (○/× )

備考 (問題点等 )機種名 社 名/機 関名 1 4 5 9
Ａ
Ｖ

一MEMO―
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別紙 1 - 2

MCU領 リ チ ェ  ッ  ク  シ ー  ト 男 J約 氏  (  //  )

”日月年

名
名
時

種
関

機
機
日

Ｕ
／

験

Ｃ
社

Ｍ
会
試

試 験 項 ロ リ ス ト

項
番

参 加 端 末 試  験  項  目  と  結  果 (○/× )

備考 (問題点等 )機種名 社名/機 関名
●
４ 4 5

ａ
υ 8 10

●
０

一MEMO―
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別紙 1 - 3

送 付 先

殿

F A X :

立需 ョに 債 」チ ー ェ ッ ク シ ーー ト

[端末 ]

機種 名

会社/機 関名

担 当者

T E L

F A X

試  験   日   時 [ 1 9 9  年   月   日     :   ～   :   ]

相 手 M C U 機 種 名 [ ]

試 験 項 ロ リ ス ト

項 番 項 目 判 定 基 準
結 果

(○/×
備 考 ( 問 題 点 等 )

1

発

呼

第 1 チ ャネル
呼設定 羹層を害Y9YF対し正常に

¥CUの電話番号    )
2 付加 チ ャネル

呼設定

3 3 端 末以上 の
接続確認 践宝辱替警さをな纏套挙省∫ □接続端末数 (    )台

分配制御 の
確認 整啓¥原:省2客躍製響T。 切替 え方法 (自動 /手 動 )

全端末か らの
オーディオの確認 鼻謹沓尉省?警馨緒墓ζttfヾ

確認 したモー ドを記録す る。

甲
オ ~デ イオ アル ゴ リズ ム

)

全端末か らの
ビデオの確認

ロビデオフォーマ' ト
( F C I F / Q C I F , M P I =   / 2 9 . 2 7 )

切断の確認 手=F切断されることを確認 日習易解質藉県窃齢不可時)
０
０

着

呼

第 1 チャネル
呼設定 響皐¥誉2菅杏F対

し正常に

稽末
の電話番号     )

Ｏ
υ 付加 チ ャネル

呼設定

3端 末以上 の
接続確認 '1等替哲さをを纏套警省∫ □接続端末数 (    )台

分配制御の
確認 整啓¥原I省2客躍製響T。 切替え方法 (自動/手 動)

全端末か らの
オーディオの確認 鼻謹杏尉管2[1緒曇子省fヾ

確認 したモー ドを記録 す る。

ロオーディオアルゴリズム
(             )

1 3 全端末か らの
ビデオの確認

ロビデオフォーマット
(FC I F / Q C I F , M P I =   / 2 9 . 2 7 )

1 4 自切断の確認
手=F切断されることを確認

一MEMO―
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項 目 M C U 能  力

単一M C Uに 接続可能な

最大端末数

単一M C U で 提供可能 な

最大 同時 (独立 )会 議数

グループ

他のM C Uと 接続可能な

最大ポー ト数

ロ     ポ ー ト

□端末接続ポートと共用

転送 レー ト □ 64k b i t / s

□38 4 k b i t / s
□ 2×6 4 k b i t / s

□その他

回線収容形態 □ INSネット64(× 回線 ) □ I N Sネット1 5 0 0 (×  回 線 )

オ ーデ ィオ処理 ユ ニ ッ ト ロ ミキシング ロスイッチング(自動/手動)

オ ーデ ィオ アル ゴ リズ ム □A 則

匡] J T―G 7 2 8

匡] J T - 0 7 2 2 - 4 8 k

□μ則
□ J T―G 7 2 2 - 5 6 k

ビデオ処理ユニ ッ ト □切替(手動/自動)
□ J T ―H 2 6 1  0 0 D E C 内蔵

□合成(合成数 )

選択通信モー ド ロプリセット固定
ロユーザ指定

ロオペレータ指定

□接続端末による自動設定

呼設定規定 □予約必要
ロオペレータ指定

□全ポート自動応答

ロダイヤル出力

制御能力 □端末番号付け
□B A S簡 易議事制御

ロマスタ/ス レープ制御
□端末識別 ( T C 1 / T C S )

その他

付 録 1

試験 に供す るM C Uの 能力 に関す るア ンケー ト用紙

(注)上 記表中記載 の能 力 につ いて通信不可 とな る組 み合わせが あればその 旨注記す ること。
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付録 2

試験 に供す る端末 の能力 に関す るア ンケー ト用紙

項 目 端 末 能 力

オ ーデ ィオ □A 則

□J T ― G 7 2 8

□ 」T ― G 7 2 2 - 4

□μ則

□」T ―G 7 2 2 - 5 6 k

8 k

画像 フォーマ ッ ト

受信

□QCIF/FCIF □ QCIF

最小画面間隔

( 受信 )

□ 1/2 9 . 9 7秒

□ 3 / 2 9 . 9 7 秒

□ 2 / 2 9 . 9 7 秒

□ 4 / 2 9 . 9 7 秒

転送 レー ト □ 6  4  k b i t / s

□ 3  8  4  k b i t / s

□ 2 ×6  4  k b i t / s

□その他

画像 フ ォーマ ッ ト

送信

□ QCIF/FCIF □QCIF

最小 画面間隔

(送信 )

( 注

□ 1/ 2 9。9 7秒

□ 3 / 2 9 . 9 7 秒

□ 5 / 2 9 . 9 7 秒

□ 7 / 2 9 . 9 7 秒

□ 2 / 2 9。9 7秒

□ 4 / 2 9 , 9 7秒

□ 6 / 2 9 . 9 7秒

□その他

L S D送 受信 kbit/s

kbit/s

kbit/s

kbit/s

H S D送 受信 k b i t / s

k b i t / s

k b i t / s

k b i t / s

ループバ ック

コマ ン ド (受信 )

□L C A

□ L C D

□L C V

□ L C O

ループバ ック

コマ ン ド (送信 )

□L C A

□ L C D

□L C V

□ L C O

その他 □J T ―H 2 6 1

□司会者制御機能

付録 D(静 止画伝送)

( 注 1 ) 上記表中記載 の能力につ いて通信不可 とな る組 合わせが あればその 旨注記す ること。

( 注2 ) 最小画面間隔 ( 送信 ) に つ いて は : わ か る範 囲で記入す ること。 Q C I F / F C I F

との対応が書 け る場合 は フ レーム レー トの右側 に Q ま たは F と 記入 の こと。
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付録 3(サ ンプル)

第 回  デ ィジタルテレビ電話 。会議相互接続試験 。供試端末一覧表

会 社 名

タイプ

端  末

接続番号

試 験 時

連絡 番 号

所 属 電 話 番 号

備 考

機 種 名 担 当 者 F A X番 号

ABC社
４

　

５

ｈ

Ｘｂ

獅

03-3XXX―

ZZZZ

03-3XXX―

ZZZX

服 部 ZZZ課 03-3W― Ⅵ貿Υ MCU

MCU-1 E E I  E E 03-3ZZZ―XXXX

WZ社
４

　

５

Ｌ

Ｘｂ

Ｘｂ

03-3W―

AAAA

03-3117-

FFFF

03-3W―

ABCD

111部  AAA已果 03-31lγ―ZZTL MCU

MCU―Z ∞ ∞ 03-3W― XXFX 。ポー

接畜

‐卜毎に独立した

t番号付与

ABC社
４

　

５

Ｌ

満

釉

03-3XXX―

XXZZ

03-3Ⅲ ―

ZZZX

田 部 ZZZ課 03-31町γ-117Y 端末

CODEC-1 田 田 03-3ZZZ―XXXX

TELネ上
４

　

５

Ｌ

乃

Ｘｂ

端末

V―××

VD社 端末

VIl―YY

AVネ士 端末

TERM-1
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付録 4 (サ ンプル)

試験時間 と対 向機種一 覧表 (試験実施 日 :× 月 ××日)

M C U機 種名 端 末

A B C 社

M C U - 1

試験時間

9 : 0 0 ～ 1 0 : 3 0

社

社

Ｃ

Ｌ

Ｂ

Ｅ

Ａ

Ｔ

C O D E C ―

V ― X X

V D tt  VD― YY

X Y Z 社

M C U ― Z

試験時間

1 0 : 3 0 ～ 1 2 : 0 0

A  B  C t t  c O D E C - 1

A Vtt  TERM-1

C社

M C U ― × × ×

試 験 時 間

1 3 : 0 0 ～ 1 4 : 3 0

T  E  L t t  V ―x x

A Vtt  TERM-1

D社

MCU― ××××

試験時間

14:30～ 16:00

V Dtt  VD― YY

A Vtt  TERM-1
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